
 

とうきょう すくわくプログラム実践報告書 

所在 大田区雪谷大塚町 9-13-3 

園名 アスクゆきがや保育園 

１．活動のテーマ 

<テーマ＞ 

＜テーマの設定理由＞ 

 

２．活動スケジュール 

 

動物の鳴き声 

 

・生き物への関心が高く動物図鑑が人気で、親しみやすさを感じられると思ったた

め。 

日頃の劇遊びで動物の真似をしているが、いろいろな聞こえ方があると知り、探求心

を持って取り組むことができると考える。 

物の名前だけでなく動物の鳴き声にも日本語と英語で異なった言い方があることを知

り、歌や絵本等に継続して触れることで、興味を持続させる。 

11 月：馬、豚、アヒル、カエル、羊、ネズミ、犬、ニワトリ、猫、牛の鳴き声につい

て触れる。 

12 月：絵カードを用いたクイズをする。 

1 月：動物の絵を描き、鳴き声と関連付けて興味を持つ。 

2 月：実際の鳴き声を聞き、英語での表現と比べたり、似ている部分を探したりす

る。 

3 月：動物の塗り絵をしながら鳴き声を覚えたり、興味を深めたりする。 



 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

 

４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

 

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり〉 

【3 歳児】 

 

・イラストを掲示することで、日常生活の中で数人が集まって鳴き声を真似する姿があっ

た。動物に関する図鑑や干支の絵本など、普段から保育室にあるものにも関心を示すよう

になり、英語での名前や鳴き声について疑問を持つ姿があった。 

・ニワトリの鳴き声が「クックドゥードゥルドゥー」と表現することについて、日本語と

の違いが目立ち驚いていた。保育者も一緒に真似をしたり、イラストの掲示を一緒に見な

がら「これはどんな鳴き方？」と振り返ったりした。真似することを楽しむ子や恥ずかし

・動物の図鑑 

・世界地図絵本、パズル 

・国旗の絵本 

・地球儀 

・ネイティブスピーカーの専門講師の招致 

・異年齢活動 

11 月：馬、豚、アヒル、カエル、羊、ネズミ、犬、ニワトリ、猫、牛の鳴き声について触

れる。英語での鳴き声表現を講師から聞くと、日本語との違いに驚いていた。 

12 月：英語での鳴き声表現を覚えていった。講師の表現を復唱することを楽しみながら、

日本語と似ている鳴き声はすぐに覚えていった。 

1 月：動物のイラストが描かれた紙を用い、絵を描きながら動物の名前や鳴き声を覚えて

いった。これまで触れた動物を自分なりに「白紙の紙」に表現して発表をした。 

2 月：ゲーム遊びを通して、鳴き声を覚えていった。小さい音量で流れる鳴き声に耳を澄

ませ、少し聞こえただけでも正解の動物がわかる様子があった。 

3 月：本物の鳴き声の音声を聞き、英語や日本語との違いに触れた。また、絵を描く活動

を通して動物への興味や関心を深め、描きながら鳴き声を口ずさむ子もいた。 



がる子など様々だったが、うまく日常生活に落とし込めたと感じた 

【4歳児】 

・ニワトリの鳴き声が「クックドゥードゥルドゥー」と表現することについて、日本語と

の違いが目立ち驚いていた。 

「これはアフリカにいるんだって」「アフリカってどこ？」など、英語をきっかけに興味

が広がっていた。 

・イラストを掲示することで、日常生活の中で数人が集まって鳴き声を真似する姿があっ

た。動物に関する図鑑や干支の絵本など、普段から保育室にあるものにも関心を示すよう

になり、英語での名前や鳴き声について疑問を持つ姿があった。 

また、国旗図鑑や地球儀を用いて動物の生息地にも興味を持っていた。 

 

【5歳児】 

ニワトリの鳴き声が「クックドゥードゥルドゥー」と表現することについて、日本語との

違いが目立ち驚いていた。 

活動を通して「他の動物はどんな鳴き声なんだろう」と図鑑を見たり、生息地への関心か

ら国旗図鑑や地球儀を見たりしていた。 

イラストを掲示することで、日常生活の中で数人が集まって鳴き声を真似する姿があった。

動物に関する図鑑や干支の絵本など、普段から保育室にあるものにも関心を示すようにな

り、英語での名前や鳴き声について疑問を持つ姿があった。 

また、国旗図鑑や地球儀を用いて動物の生息地にも興味を持っていた。 

 

５．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

【3 歳児】 

言葉の表現やアルファベットに興味津々で、発達段階としても字やアルファベットへの興

味が増加しつつある時だったので、積極的に参加できていたように思う。 

【4 歳児】 

昆虫を飼育していたこともあり、生き物に関心が強いクラスだったため、設定したテーマ

が非常に合っていたように感じた。 

年度末が近づくにつれ子どもたちも成長し、地球儀や図鑑で動物の国や生態系にも興味を

持っていたため、すくわくプログラムを経て子どもの興味と関心が広がった。 

【5歳児】 

英語での表現に自信を持つ子が多かったが、絵を描くことについては白紙から始まったた

め消極的な姿もあった。国旗や生息地への関心も高まり、数人で集まって興味を深める姿

が増えていったので、今回の英語のように、一つのきっかけを大切にすることで子どもの

興味や関心が大きく広がることがわかった。 



 

  

 


